鉱床説明書　（記載要領）

住所

採掘出願人　氏名又は名称

1． 地質の状態

1 全般的な地質の概要

　出願区域一帯の地質の概要について記載する。

即ち、堆積岩、火成岩、変成岩の分布状況について記載するとともに岩石の名称、地質の層序区分（地層の形成年代、岩相等による区分）、地層の一般走向および傾斜、地質構造（断層、背斜、向斜等）、表土の厚さ等についても記載する。（資料出典名が明らかなときは記載すること。）

2 地形の概要

　出願区域一帯の地形（山系、水系等）の概要を記載する。海洋出願の場合は、海洋の水深等について記載する。

3 変質帯の状況

　地質調査等によって把握された変質帯があれば、その特徴等について記載すること。

4 添付図面等

地質図（平面図、断面図）、柱状図、試ガステストの結果。

2． 鉱床の状態

　出願区域内の鉱床の賦存状況について記載すること。

即ち、鉱床の種類、形態（例えば、金属鉱物および非金属鉱物については、鉱脈、接触交代鉱床、黒鉱鉱床、層状鉱床、塊状鉱床等、石油および可燃性天然ガスについては、遊離形、油溶形、水溶形）。鉱床と地質との関係および脈石の名称等について記載し、更に以下の項目について具体的に記載する。

（1） 位置

1． 出願区域内の鉱床の賦存箇所、露頭の位置、試掘実施箇所について、図面を添えて説明する。

2． 鉱床が複数で分布する場合は、符号、名称をつけて説明する。

3． 鉱区測点から方位、距離または座標値を記載する。

4． 探鉱の実施箇所（坑道、試錐等）および試料採取の位置を図示する。

（2） 走向

走向と走向延長を記載する。

（3） 傾斜

傾斜と傾斜延長を記載する。

（4） 厚さ

厚さ、幅等を記載する。

（5） 品位

金・銀はg / t　、その他の鉱物は%で表す。

（6） 鉱量

鉱量の単位は、石油はkl、可燃性天然ガスはm3、その他の鉱物はトンで表す。

1． 鉱量計算の根拠、計算過程を記載する。

2． 鉱石が２種以上あるときは、各々について記載する。

3． 鉱床の確認方法を記載する。

例．　試錐、坑道探鉱、地表調査（トレンチを含む）、地震探鉱、磁力探鉱、重力探鉱、電気探鉱等の別。

（7） その他

　　　　鉱物の名称は、鉱石鉱物の名称を記載する。

3． 稼行の実績

1 試掘権時代における探鉱の状況を記載する。

　試錐、坑道および物理探鉱の別、探鉱延長（深度）、探鉱出鉱（年次毎の出鉱量とその品位）を記載する。

2 鉱業権取得前に第三者が稼行した実績があれば知り得る範囲で記載する。

（注）上記①②に関する資料がある場合は添付すること。

4． 予想される鉱害の範囲及びその態様

（1） 土地の掘さくによるもの

1． 地すべり誘発の有無

2． 地表陥没、地盤沈下等の有無

3． 水道源・温泉源の枯渇等の有無

4． 樹木の伐採による影響（水害のおそれ等）の有無

（2） 坑水又は廃水の放流によるもの

1． 河川水の水質汚濁等農水産業への影響の有無

2． 生活用水の汚濁等の有無

3． 周辺の利水の有無とその状況

（3） 捨石又は鉱さいのたい積によるもの

1． たい積場の下流の状況

2． かん止堤のけっかい、崩かいによる影響の有無

（4） 鉱煙の排出によるもの

自然環境、生活環境、農作物等に与える影響

（5） その他の原因によるもの

粉じん、騒音、振動の発生の有無と生活環境等に与える影響

5． 参考となる事項

（1） 鉱業法第６４条物件の有無および周辺の土地利用の状況

（2） 採掘計画の概要および着手の時期

　ただし石油、可燃性天然ガスの場合は、掘さく場所、予定深度、および目的層を記載すること。

（3） 鉱山開発の立地条件

（4） 出願地に至る交通

（5） 参考となる写真等があるときは添付する。

備考

　１　採掘出願地との関係を明示した地質図及び鉱床図を添付すること。

　２　「２（７）　その他」には、鉱床の確認方法、鉱量の算出方法等について記載すること。

